琉球処分をめぐる日清交渉と仲裁裁判制度 by 箱田, 恵子
1琉球処分をめぐる日清交渉と仲裁裁判制度
箱　田　恵　子





























Michael H. Hunt, The Making of a Special Relationship: The United States and China to 1914, 
New York: Columbia University Press, 1983などを参照。
















































































11）　『清光緒朝中日交渉史料』巻 1「総理各国事務衙門奏日本梗阻琉球入貢情形摺」光緒 5年閏 3


































































タル旨回答ノ件」明治12年 5 月27日，p. 180。
22）　『李全集』訳署巻 8「議接待美国前総統」光緒 5年閏 3月21日（1879年 5 月11日），頁36。なお，
この時期に李鴻章と会談した竹添進一郎は，清朝が対抗手段として仲裁裁判を選択する可能性
を指摘している（『所属問題』第 1「竹添領事ヨリ大隈伊藤参議宛李鴻章ノ我琉球処分ニ対スル





24）　『李全集』訳署巻 8「議請美国前総統調処琉球事」光緒 5年 4月24日（1879年 6 月13日），頁
40，「与美国格前総統晤談節略」光緒 5年 4月23日，頁41～43など。
25）　New York Herald, Aug.15, 1879, “Around the World: The Prince Asks Grant to Mediate 




26）　The Papers of Ulysses S. Grant, Vol. 29, p. 203，『グラント将軍御対話筆記』（宝玲叢刊第 2集，
琉球所属問題関係資料第 3巻）「御対話筆記」，pp. 6–9。
27）　この書簡に言及した当時の史料の中には，別の日付とするものもあるが，The Papers of 


























28）　“General Grant to Prince Kung and Iwakura Tomomi”, The Papers of Ulysses S. Grant, 
Vol. 29, pp. 213–214.  漢訳は『李全集』訳署巻 9「訳美前総統来函」光緒 5年 7月21日（1879
年 9 月 7 日）到，頁39～40，和訳は『所属問題』第 1「グラント将軍ヨリ清国政府ヘ呈シタル
書」，pp. 468–473を参照。
29）　グラントの書簡は，アメリカ駐天津領事デニーから李鴻章に届けられ， 9月 8日付の李鴻章
の書簡とともに総理衙門に送られた。『李全集』訳署巻 9「訳送美前総統来函」光緒 5年 7月22
日（1879年 9 月 8 日），頁38～39，「訳美前総統来函」，頁39～40。
30）　1879年 9 月10日に寺島宗則に代わって井上馨が外務卿に就任した。
31）　『日本外交文書』12巻，清国総理各国事務王大臣ヨリ外務卿宛「琉球案会商ニ関スル件」明治



































廃藩置県ニ抗議申出ノ件」明治12年 8 月22日，pp. 186–187。
35）　井上毅伝記編纂委員会編『井上毅伝』史料編第 5（国学院大学図書館，1975年），伊藤博文よ




36）　ADPP, Ⅱ , Vol. 8, Seward to Evarts, No. 533, Dec. 15, 1879.
37）　『所属問題』第 1「グラント将軍ヨリ吉田駐米公使宛（琉球問題ニ対スル「グラント」将軍ノ
































38）　Mr. Kennedy to the Marquis of Salisbury, No.36, confidential, Feb. 26, 1880, FO46/256.
39）　New York Herald, Aug.15, 1879, “Around the World: The Prince Asks Grant to Mediate 
with Japan”, Times, Dec. 17, 1879, “The Loochoo Question”, New York Times, Jan. 2,1880, “The 
Loochoo Islands Difficulty”. なお，前注38のグラントと仲裁裁判に関する伊藤の発言は，ヤング
がタイムズに寄稿した記事を受けてのものである。
40）　『清光緒朝中日交渉史料』巻 1「総理各国事務衙門奏美統領調処琉球事摺」光緒 5年 7月21日



































41）　『李全集』訳署巻 8「与美国格前総統晤談節略」光緒 5年 4月23日（1879年 6 月12日），頁42。
42）　New York Herald, Aug. 16, 1879, “Around the World: A Noteworthy Interview”. 
43）　『李全集』朋僚巻19「復曽劼剛星使」光緒 5年 9月初 5日（1879年10月19日），頁 1～ 2。


































ノ風説伝ハリシ件），明治12年10月31日，p. 410，『申報』「中東要信」光緒 5年 9月23日（1879
年11月 6 日）など。
47）　前注28史料。




49）　ADPP, Ⅱ , Vol.8, Minute of a conversation between the Ministers of the Foreign Office and 























1880年 3 月 4 日，井上馨外務卿は太政官に「分島改約」の方針を提出し，まず竹添進一郎














51）　『所属問題』第 1「井上外務卿ヨリ太政大臣宛（琉事存案）」明治13年 3 月 4 日，pp. 486–492。
52）　『日本外交文書』13巻，井上外務卿ヨリ清国駐箚宍戸公使宛「章程改正並琉球案件開談ニ関シ


























公使からの書簡（1879年 8 月11日付）を示して，駐日アメリカ公使のビンガム（John 
Armor Bingham）とグラントが相談した結果として清朝に提示された案は，琉球南部を清
公使ヘ訓条案」，「宍戸公使ヘ内訓状並増加条約案」明治13年 3 月 9 日，pp. 369–373。
53）　1880年初め，清朝内部でリヴァディア条約を締結した崇厚に対する激しい非難が起こり， 3
月 3日付の上諭で崇厚に斬監候の判決が下ると，露清の軍事的緊張が一気に高まった。イリ問
題をめぐる露清の交渉過程については，I. C. Y. Hsü, The Ili Crisis : a Study of Sino-Russian 






月28日，pp. 515–520，『李全集』訳署巻10「与日本委員竹添進一筆談節略」光緒 6年 2月16日
（1880年 3 月26日）付，頁27～32。
55）　『李全集』訳署巻10「議球案結法」光緒 6年 2月17日（1880年 3 月27日），頁26～27。
56）　同上。































58）　同書，同巻「与日本委員竹添進一筆談節略」光緒 6年 2月25日（1880年 4 月 4 日），頁35～38。
59）　西里前掲書，p. 346など。
60）　黄天『琉球沖縄交替考─釣魚島帰属尋源之一』三聯書店，2014年，pp. 259–270。
61）　『李全集』訳署巻 9「密論何子峨」光緒 5年 7月22日（1879年 9 月 8 日），頁44。
62）　前注31史料，および『清光緒朝中日交渉史料』巻 1「総理各国事務衙門奏美統領格蘭忒在日
本商辦琉球事情摺」光緒 5年 8月初 5日（1879年 9 月20日）付，頁34。






































66）　『所属問題』第 1「竹添氏ヨリ井上参議宛（琉球三分説）」明治13年 4 月 5 日，pp. 522–530。
67）　同書，同巻「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛（三分説ハ我二分説ト齟齬スルニ付遷延策ヲ講スル






























上清国公使ヘ談話シタルコトアリヤ問合ノ件）」明治13年 4 月19日，pp. 561–563，「米国公使ヨ
リ井上外務卿宛（琉球三分説ニ関シ「グラント」将軍ト相談シタルコトモ清国公使ヘ話シタル
コトモナキ旨回答）」明治13年 4 月20日，pp. 564–567。
71）　同書，同巻「井上外務卿ヨリ宍戸公使宛（琉球三分説ハ無根ノ義ナル旨内信）」明治13年 4 月
















































戸公使ニ全権委任セラレタル旨回答ノ件」明治13年 6 月29日，p. 375。
81）　『所属問題』第 2「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛（琉球問題交渉方ニ関シ疑義ノ点ニ付伺）」明










































































86）　『李全集』訳署巻11「商改俄約兼論球案」光緒 6年 7月23日（1880年 8 月28日），頁29。
87）　苑書義ほか主編『張之洞全集』（河北人民出版社，1998年）第 1冊，奏議 2「謹陳海防事宜摺」
光緒 6年 7月初10日（1880年 8 月15日），p. 51。
88）　『所属問題』第 2「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛（ 9月 3日総署大臣ト会見ノ状況報告）」附属
「別紙」，pp. 67–69。






























「グラント」将軍ノ意志ニ非サル旨陳述）」明治13年 8 月 4 日，pp. 21–25。
92）　顧廷龍・戴逸主編『李鴻章全集』（安徽教育出版社，2008年）32巻「復江蘇上海道劉瑞芬」光





シトノ件）」明治13年 9 月10日，p. 71。
95）　同書，同巻「宍戸公使ヨリ井上外務郷宛（ 9月11日総署大臣ト会見ノ状況ニ関スル件）」附属
「宍戸公使総署大臣ト対話記事」明治13年 9 月11日，p. 94。
96）　同書，同巻「宍戸公使ヨリ井上外務郷宛（ 9月11日総署大臣ト会見ノ状況ニ関スル件）」附属
「別紙」光緒 6年 8月初 9日（1880年 9 月13日），p. 97。
97）　同書，同巻「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛（ 9月11日総署大臣ト会見ノ状況ニ関スル報告）」明
































13年 9 月29日，pp. 107–108，附属「別紙」pp. 114–115，「宍戸公使総署大臣ト対話記事」明治
13年 9 月25日，pp. 117–124。












































106）　『李全集』奏稿巻39「妥籌球案摺」光緒 6年10月初 9日（1880年11月11日），頁 3。




























































修正案提示ノ件」明治28年 4 月 9 日，附属書「我提案ニ対スル清国修正案」第11款，p. 351。
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